
工学部 
学位プログラム： 建築工学 
授与する学位： 学士（工学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および工学部の教育目標を受けて、学位プログラム「建築工学」では以下のとおり教

育目標を定めています。 
学位プログラム「建築工学」では、風雨や地震などの自然の外乱に対して人間の都市活動にお

ける安心と安全を確保し、また、健康で文化的な社会を支える快適で美しい建築・都市を実現す
るための計画・技術・デザインに関わる能力を有する人材を育成します。 

 
○高度な専門性と深い学識 
Ａ：建築・都市を理解し、計画するための専門知識を身につける。 
建築の基本形式と歴史、建築と人間・生活・社会・文化との関係、建築の計画に関する基礎

的知識を身につける。さらに、建築の機能・規模・空間構成・配置に関する基礎的知識、地
域・都市環境の構成要素としての建築の意味を理解できる基礎的知識を身につけ、それらを建
築計画に応用できる高度な専門知識を身につける。 
Ｂ：建築構造の力学理論に関する専門知識を身につける。 
建築構造に生じる力や変形を理解できる基礎的知識、力学理論の知識を建築構造に応用でき

る基礎的能力、建築構造物の動的な性質に関する基礎的知識を身につける。さらに、耐震性を
評価するための高度な専門知識を身につける。 
Ｃ：建築構造を理解しデザインできる専門知識を身につける。 
鉄筋コンクリート構造や鋼構造などの各種構造および建物を支持する基礎構造に関する基礎

的知識を身につける。さらに、各種構造の性能および基礎構造の力学性状を評価するための高
度な専門知識を身につける。 
Ｄ：建築環境および建築設備に関する専門知識を身につける。 
建築内外における音・光・熱・空気などの環境条件の成り立ちが理解できる基礎的知識、そ

れらと人間の関係について理解できる基礎的知識を身につける。さらに、環境の予測・制御手
法、環境の評価手法に関する高度な専門知識を身につける。 
Ｅ：建築材料、建築生産、建築の運用管理に関する専門知識を身につける。 
各種建築材料の性質、施工技術に関する基礎的知識、建築の設計から生産管理・運用管理に

至る過程を理解できる基礎的知識を身につける。 
 

○教養 
Ｆ：建築家あるいは建築技術者にふさわしい高い識見と幅広い知識を身につける。 
幅広い視点から人間、環境、技術の相互関係をとらえることができる素養、技術者として持



つべき良識と幅広い知識、自然や社会に対して責任を持って仕事ができる能力を身につける。
さらに、自然科学および情報技術に関する知識を身につけるとともに、それらを応用できる能
力を身につける。 

 
○国際性 
Ｇ：自発的に考えて行動できる国際コミュニケーション能力を身につける。 
自発的に物事に取り組み、創り出す能力、論理的な記述・発表・討論などのコミュニケーシ

ョン能力、国際的な場での仕事を可能とするための基礎的能力を身につける。 
 

○デザイン力 
H：建築・都市を計画・デザインするための専門的・統合的能力を身につける。 
設計図面と模型に関する基礎的知識と表現の技能、建築の計画に関わる要求条件を理解でき

る基礎的能力、必要な情報を調査・分析・整理できる高度な能力、諸条件から計画コンセプト
を構想できる基礎的能力、建築としてまとめあげて設計できる高度な専門知識、建築工学に関
する幅広い専門的・統合的知識に基づく問題発見能力と問題解決能力、建築を企画・設計でき
る能力を身につける。 

 

 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および工学部のディプロマ・ポリシーのもと、本学位プログラム「建築工学」では、

教育目標に定める人材を育成するために、以下の項目にあげる能力を身につけ、設定した所定の
単位を修得し、学部規定に定める試験に合格した学生に学士（工学）の学位を授与します。 
 
○高度な専門性と深い学識 
（Ａ）建築・都市を理解し、計画するための専門知識を身につけている。（知識・理解） 
（Ｂ）建築構造の力学理論に関する専門知識を身につけている。（知識・理解） 
（Ｃ）建築構造を理解しデザインできる専門知識を身につけている。（知識・理解） 
（Ｄ）建築環境および建築設備に関する専門知識を身につけている。（知識・理解） 
（Ｅ）建築材料、建築生産、建築の運用管理に関する専門知識を身につけている。（知識・理解） 
 
○教養 
（Ｆ）建築家あるいは建築技術者にふさわしい高い識見と幅広い知識を身につけている。（関心・
意欲、態度、知識・理解） 
 
○国際性 
（Ｇ）自発的に考えて行動できる国際コミュニケーション能力を身につけている。（思考・判断、
態度、技能・表現） 
 
○デザイン力 
（H）建築・都市を計画・デザインするための専門的・統合的能力を身につけている。（技能・
表現） 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および工学部のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「建築工学」では

以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 

＜教育課程編成の考え方＞ 
学位プログラム「建築工学」は、専門分野の知識や技術を習得する上で必要となる「教養教育

系科目」、建築工学の主体をなす「専門教育系科目」、および建築家、建築技術者に求められる
「国際性涵養教育系科目」の３つの柱から構成しています。専門科目については、計画・意匠、
力学・構造、環境・設備系科目に分類しています。2年次までの教養教育系科目と国際性涵養教
育系科目により、本学位プログラムに必要な教養と国際性を養います。専門教育系科目において
は高度な専門性と深い学識を身につけさせた上で建築家、建築技術者に必要とされるデザイン力
を修得させます。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
１年次は全学共通教育科目（教養教育系科目、専門教育系科目、国際性涵養教育系科目）とし

て、地球総合工学を担う技術者・研究者に必要な幅広い教養と語学、また専門教育の基礎となる
数学・物理学・図学などを提供します。さらに、最初の専門教育科目の地球総合工学概論 I と地
球総合工学概論 IIにおいて、地球総合工学の役割を学ぶとともに、船舶海洋工学プログラム・社
会基盤工学プログラム・建築工学プログラムの教育・研究内容について理解を深め、その上で１
年次終了の時期にいずれかのプログラムに分属させます。 
建築工学プログラムに分属された学生には、２年次と３年次に配当された専門教育科目を履修

することで、計画・意匠、力学・構造、環境・設備の各分野の専門知識を、極端に偏ることのな
いように講義・演習を通じて修得させます。また、設計科目（演習）を履修させることで、建築・
都市を計画・デザインするための専門的・統合的能力を修得させます。 
所定の単位を取得した学生には、４年次でより高度な専門教育科目を履修させるとともに、卒

業論文と卒業設計の両方で構成される卒業研究の指導を行います。一般的には計画・意匠、力学・
構造、環境・設備のいずれかの分野に特化した先端技術を、対面指導の下で研究することにより、
高度な専門性と深い学識を修得させるとともに、自らの考えや解決策を論理的に伝えるコミュニ
ケーション能力を修得させます。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、シラバスに記載されている学習目標の達成度について、成績評価の方法（試験

や課題、レポートなど）を用いて評価します。 



*下線は専門教育科目のうちの必修科目

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

建築家あるいは建築技術者
にふさわしい高い見識と幅広
い知識を身につけている。

○ ○

建築・都市を計画・デザインす
るための専門的・統合的能力
を身につけている。

○ ○ ○ ○

建築・都市を理解し、計画す
るための専門知識を身につけ
ている。

○ ○

建築構造の力学理論に関す
る専門知識を身につけてい
る。

○ ○

建築構造を理解しデザインで
きる専門知識を身につけてい
る。

○ ○

建築環境および建築設備に
関する専門知識を身につけて
いる。

○ ○

建築材料、建築生産、建築の
運用管理に関する専門知識
を身につけている。

○ ○

自発的に考えて行動できる能
力と国際コミュニケーション能
力を身につけている。

○ ○
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地球総合工学科　建築工学科目　建築工学コース　カリキュラムマップ

ディプロマポリシー

教育目標との関連性

1年 2年 3年 4年高
度
な
専
門
性
と
深

い
学
識

卒業研究

専門上級科目専門中・上級科目専門初級科目

高度教養教育科目

工学倫理

総合科目Ⅲ                         総合科目Ⅳ

気象学

学問への扉
情報教育科目

基盤教養教育科目

健康・スポーツ教育科目

国際性涵養教育系科目／マルチリンガル教育科目

専門入門科目

地球総合工学概論I 地球総合工学概論II

専門基礎教育科目

教養教育系科目

建築材料学

建築空気環境 建築熱環境

建築構造力学基礎 建築構造力学A

建築構造力学基礎演習 建築構造力学演習A

建築振動工学第一部

建築鉄筋コンクリート
構造学第一部

建築計画基礎 居住環境計画

建築史第一部 建築史第二部

建築総合デザイン 造形実習

建築設計第一部 建築設計第二部

数学解析Ⅰ 数学解析Ⅱ

専門教養

力学・構造

設計

計画・意匠

環境・設備

融合

建築法規

建築生産・施工学

建築光環境 建築音環境

建築環境工学演習第一部 建築環境工学演習第二部

建築設備学

建築構造力学B

建築構造力学演習B

建築振動工学第二部 建築基礎工学

建築鉄筋コンクリート 建築鉄筋コンクリート
構造学演習 構造学第二部

建築鋼構造学第一部 建築鋼構造学第二部

建築構造学実験 建築鋼構造学演習

建築計画各論 都市計画

建築人間工学･地域施設

建築設計第三部 建築設計第四部

流体力学

総合科目Ⅰ 総合科目Ⅱ

総合科目Ⅴ

建築設計第五部

高度国際性涵養教育科目/
専門科目

建築史第二部

アドヴァンスト・セミナー


